
全国の天気予報では、久留米市と日田市で気温

40 度を争っているかのように予報が出されてい

ます。そして気温 35度が当たり前のように測定さ

れています。園庭を駆け回る時間を確保すること

が難しい状態ですが、天候を見計らいながら短時

間の外遊びをしている状態です。室内では様々な体育用具を使い、体

を動かすあそびに挑戦しています。緊張感をもちながら、順番を守って

動いています。友だちができると「すごいねえ」と声を掛けたり、「もうち

ょっとだよ がんばれ」と応援したり、自分の事のよ

うに感じているようです。素晴らしいことですね。こ

のような気持ちを大切にしながら、少しずつ運動

会に向けての活動に取り組んでいきます。 

 

          環境教室「エコスタート」がありました 

8 月 26 日、ばら組さんは環境について学習し

ました。わかりやすく説明しますと、「もったいな

い、ものを大切にする、使ったまま出しっぱなしに

しない」などの意識や行動を、特別なことではな

く当たり前のこととして受け止め、自然と環境配

慮行動が身について実践できるようにと願い、久留米市が取り組んで

いる活動です。今回ばら組さんは“もったいないエネルギー編”という活

動でした。紙芝居で内容を何となく理解し、実践に入りました。電池が

なくても手回し発電機で動く車、うちわで風を起こして動くおもちゃの自

転車、太陽の光がパネルにあたって動く車等などなど。電気がなくても

動く仕組みに出会い、歓声があがっていました。 

また、誰もいない時部屋の電気を消すことや冷蔵庫を開けっぱなしにし

ないなど「エネルギーを大切に使ってほしい」と

いうお話もありました。最後に全員で記念撮

影。その時に「分別救助隊ワケルンジャー」が

現れ、一緒に撮影しました。 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

     「ひまわり 元気に咲きました」 

 ふじ組が育てていた“ひまわり”が大きく育ち終末を

迎えました。毎日の水やりから

始まり子どもたちの背丈より大

きく育ち、それをじっくり観察し、大きな紙に描き

ました。ふじ組のパワーがあふれる“力作”です。

 

      「太鼓の音がそろいだしました」 

 ばら組が取り組んでいる“日本太鼓”も、始めた頃は音がばらばらで

したが、最近はみんなで音を合わせようと意識しながら太鼓をたたいて

いるようです。それぞれの太鼓でたたく役割が違うところもあり真剣で

す。そして所々で音が“ビシッ”と合うと気持ちがよくなります。 

２グループに分かれているため、お互いのようすを見て良いところや気

になるところに気づき、練習しています。 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

令和 8年９月 1日 

篠山保育園 園長 足立善一郎 

 
９月号 

    

９月の行事予定表  

９日(水)  

１０日(木)  

１２日(土) 園内研究会  

１６日(水) 避難訓練  

２９日(火) 誕生会  

     14日…えいごであそぼう(ばら組) 

7、28 日…えいごであそぼう(ふじ組) 

4，18，25日…スポーツ教室(ふじ・ばら組) 

櫛原中学生職場体験 

    

１０月の行事予定表  

６日(火) 運動会リハーサル  

９日(金) 運動会準備(17:15 から会場設営) 

       (早めのお迎えにご協力ください)  

１０日(土) 運動会(さくら、もも、ふじ、ばら組) 

      ※すみれ、たんぽぽ組さんは家庭保育に 

ご協力下さい。午後は園内研究会です。 

２０日(火) 避難訓練 

２１日(水) ばら組 高良山登り(ばら組のみお弁当) 

２７日(火) 誕生会 

  5、26 日… えいごであそぼう(ばら組) 

19 日… えいごであそぼう(ふじ組) 
 

 23、30 日… スポーツ教室(ふじ・ばら組) 
 

「中学生の職場体験」 

櫛原中から生徒さんが職場体験

にやってきます。社会勉強を兼

ね、また保育士という仕事のやり

がいを感じてもらい、将来の夢に

つなげてもらえればと思います。 

     「社会のルールはどう教えるの？」 （3～5歳児） 

 好きなこと、したいことだけするのがこの 

ころの子どもです。そんな子ども同士 

の「やりたい」がぶつかると、 泣いたり 

泣かせたり、まわりを困らせたり。こんなとき、楽しく遊ぶためには「じゅん

ばんこ」「かわりばんこ」という“約束ごと”があるのを教えてくれるのが、

年上の友だちやまわりの大人。 

3～5 歳になれば、世の中にはいくつかの“約束ごと”があるんだなあと

いうことも少しずつ理解できるようになります。 

自分以外にもたくさんの人がいるんだなあということも、わかります。自

分のやりたいことだけを通してしまったら周りの人が困るのもわかってき

ます。教える時は、子どもが守れそうな“約束”の範囲を少しずつ広げて

いくのがコツ！それは同時に“責任”を教えていくことにもなります。そし

て、教えてあげたい“約束ごと”のいちばんは、いのちを大事にすること。 

道路から飛び出したときや友だちをたたいたときは、きっぱり 

「いけない」とその場ではっきり、何度でも言い聞かせてあげましょう。 

子どもはまわりの人を見ながら育っていきます。 

まずは親自身がルールを守ること、これも大切です。  著：母子衛生研究会 


